防衛大臣　森本　敏　様

沖縄防衛局長　真鍋　朗様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１２年７月２０日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪平和委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　橋本　敦

東村高江での「ヘリパッド」建設強行と

岩国へのオスプレイ陸揚げ強行をやめよ

　昨日、沖縄防衛局は職員と作業員・警備員１００人以上を動員し、力づくで東村高江での「ヘリパッド」建設工事強行をすすめようとしました。
　県民まるごと、県知事をはじめ県下全自治体が配備に反対している「欠陥機」オスプレイが使用する「ヘリパッド」建設を強行するのは、まさに民意と地方自治をないがしろにする暴挙である。地元東村村長も「オスプレイが配備されるのであれば、ヘリパッド移設見直しも含めて再検討しないといけない」と明言している。にもかかわらず、職員と作業員らは、この事態に対する説明をいっさいしないで、力づくで作業を一部すすめた。
　野田政権は、この高江での暴挙の一方で、岩国市長や県知事のオスプレイの陸揚げ中止要求を無視して、２３日陸揚げを強行する計画をしている。
　いったい、この政府はどこの国の政府なのか？高江でも岩国でも主権者や自治体の意思を全く無視し、米国のいいなりになって行動するその姿は、まさに米国の忠犬そのものである。沖縄のマスコミも「いったい日本は主権国家なのか、この国のトップはどこを向いて政治・行政をしているのか、そもそも政治や外交はあるのか」と嘆いている。

　このような暴挙を続ければ続けるほど、野田政権の何が何でも米国につき従っていく政治姿勢に対する怒りが国民の間で広がらざるを得ない。私たちは、主権と民主主義、平和を守りたいと願う全ての人々とともに、ここに高江へのヘリパッド建設中止、岩国へのオスプレイ陸揚げ中止を求めてたたかう決意を表明するものである。
